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バイオマス 世界収量（億トン／年） 糖質収率（％） 糖質収量（億トン／年）
小麦 5.6 60 3.36
とうもろこし 5.3 60 3.18
米 5.3 60 3.18
馬鈴薯 2.7 15 0.14
キャッサバ 1.5 20 0.30
サツマイモ 1.3 25 0.33
サトウキビ 11.0 15 1.56
ビート 2.8 15 0.42
合計 35.5   12.8
バイオマス糖質収量については参考文献 32）を基に作成
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蘋
工学博士、日本機械学会フェロー。トヨ
タ自動車㈱にて自動車部材の開発段階に
おける強度設計・評価を担当し、その後
公益法人にて経済産業省関連プロジェク
ト（ファインセラミックスの研究開発等）
に従事。専門は構造部材の強度設計と信頼
性評価技術。
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